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１．はじめに 

 近年，環境問題への意識の高まりの中で副産資源の有効活用や天然資源の枯渇，骨材採取による環境破壊防

止の観点から，電気炉酸化スラグ細骨材（以後，EFS と称す）は環境負荷を低減させる材料として高く評価さ

れている。EFS は，一般の普通骨材に比べて密度が 3.5g/cm3以上であり，この特徴を活かし，港湾用のコンク

リートブロックや砂防ダム，放射線遮蔽用ブロックコンクリートへ適用されている。しかし，EFS をコンクリ

ート用骨材として多量に使用した場合，プラスティシティーの低下，骨材の沈降，ブリーディング量の増加な

ど材料分離の発生が指摘されている。既往の研究 1），2)では，硬化性状として圧縮強度や引張強度などの材料特

性の研究は実施しているが，はり供試体を作成した構造部材の特性の研究事例の報告は非常に少ない。本研究

では，EFS を用いたコンクリートはり部材を作成し，力学的挙動の検討を行った。 

２．使用材料および配合条件 

  表－1に使用材料，表－2に配合表を示す。目標スランプ

は 12±2.5cm，目標空気量は 4.5±1.5％とした。細骨材には硬

質砂岩砕砂と EFSを用いた。EFS の置換率は 0，10，30，50％
の４配合とした。EFS 置換率の増加に伴い目標のフレッシュ

性状を確保するために，試験練りを実施し，配合を決定した。

フライアッシュ（FA）は，ブリーディング抑制のために使用

した。 

その結果，EFS の置換率の増加に伴い，単位水量と単位セ

メント量，単位 FA量が大きく異なる配合となった。 
３．実験方法 

各配合で目標スランプ，目標空気量を満たしたことを確認

した後，円柱供試体（100×200 mm），鉄筋とスターラップを

入れたはり供試体（幅 100×高さ 200×長さ 1800 mm）を作成

した。材齢 28日で，円柱供試体において圧縮強度，引張強度

の測定，はり供試体において曲げ耐力を測定した。曲げ試験は，はり供試体のスパン中央断面でのたわみを計

測することにより，荷重－変位曲線を算出し，式（１）を用いて曲げ靭性係数を算定することで評価した。算

出に用いる荷重－変位曲線の一例を図－1に示す。 

𝑓𝑏̅ =
𝑇𝑏

𝛿𝑡𝑏
×

𝑙

𝑏ℎ2
             （１） 

𝑓𝑏̅：曲げ靭性係数（N/mm²） 

𝑇𝑏：荷重―変位曲線において０から𝛿𝑡𝑏までの面積（N・mm） 
𝛿𝑡𝑏：スパンの 1/150までのたわみ（mm） 

𝑙：スパン（mm） 

𝑏：破断面の幅（mm） 

ℎ：破断面の高さ（mm） 
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４．実験結果 

フレッシュ性状の試験結果を表－3に示す。 
EFS置換率を変化させたことによる材料分離の発生は見られな

かった。これは単位水量の減少，フライアッシュの使用により，

粘性が十分確保できていたためと考えられる。 

圧縮強度試験結果を図－2 に示す。EFS 置換率の変化による圧

縮強度の大きな変化は見られなかった。EFSが球状で滑らかであ

ることにより，界面が滑ることで圧縮強度が低下する可能性があ

ったが，フライアッシュを外割で加えていたため微粉末効果によ

り圧縮強度が増加する影響があり，相互に作用することで圧縮強

度の変化がわずかであったと考えられる。 

引張強度の試験結果を図－3に示す。引張強度は EFS 置換率を

増加させることで減少する結果となった。これは，EFSの形状が

滑らかであることにより，セメントペーストとの付着が低下した

影響であると考えられる。 

曲げ靭性係数を図－4，荷重－変位曲線を図－5に示す。EFS置

換率の変化による荷重－変位曲線の大きな変化は見られなかっ

た。これはブリーディングの発生を抑制し鉄筋の付着特性がすべ

ての配合で同程度であったためである。つまり，EFS の形状によ

る影響は配合を制御することによって，力学的特性に影響を与え

ることはないと考えられる。 

５．まとめ 

 今回の配合では，EFS置換率の増加により，引張強度は減少す

る結果となった。しかし，単位水量，単位セメント量，単位 FA 量

が大きく変化しても所要の目標性能を満足すれば，圧縮強度，曲

げ靭性係数については EFS 置換率の変化による大きな値の変化

は見られなかった。 

 これらのことから，EFS 置換率を任意に変化させても，鉄筋を

入れることで，通常の鉄筋コンクリート部材と遜色ない性能を有

する部材を作成することが可能であるといえる。 
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図－2 圧縮強度試験結果 

図－3 引張強度試験結果 

図－4 曲げ靭性係数 

図－5 荷重－変位曲線 

表－3 フレッシュ性状の試験結果 
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